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スクリーンの設置も。レンタルの10％の価格で購入
（笑）。昇降式のバトンに横断幕の下に設置したた
め、しわが多くなってしまい画像が見にくかったり…
来年以降の課題。苦笑。
　三次での10・20・30周年ミーティングのPA（音響）
関係をやってくれ、毎年軽井沢でも前夜祭と日曜の
音響をまかせているリンクスの西原くん（0708005）
は今回、スターダストレビューのコンサート日程とか
ぶって、部下の中川くん（軽井沢は3回目くらい）が
代打。電源、スピーカーライン設置など事前の準備。
最後に各所をプレマシーで回って確認して、17時前
に会場をでてホテルに向かいました。
●前夜祭パーティー
　前夜祭パーティーの参加数はほぼ昨年並の258
名。1テーブル7-8名で33テーブル。食事はひとり
ずつ提供のディナー型式。海外からの前夜祭参加
はオーストラリア3、香港8、カナダ1の12名が参加。
日曜にはオーストラリア6、カナダ1、香港8、フィリピ
ン11、タイ13の39名が参加となりました。
　開場前に委員で最終打ち合わせ後、ロビーで自
分が座るテーブル番号（事前に事務局で決定）を
確認した参加者の入場をお迎えします。
　司会は9806018片桐美鈴さんと私水落、そして
浜島くん。開
会宣言後、
実行委員紹
介、高橋委
員長の挨拶
と乾杯。マ

ツダスタッフ出張参加者4名とプライベート自車参
加者をステージ上で紹介。齋藤主査が代表して
挨拶。山口宗さんもロードスターヘリテージマネー
ジャーとして挨拶。貴島さんと山本さんもご紹介。
香港のクラブ代表と、カナダから参加して日曜はボ
ランティアもするPeterにも挨拶してもらいました。
　最初は駐車券争奪じゃんけん大会。今年も駐車
券当選したのに仕事や都合、そしてよくある車の故

障で参加できなくなった方々からのキャンセル駐車
券を、前夜祭に参加した駐車券がない人たち60名
くらいで争奪じゃんけん勝負。獲得した10名の笑顔
がよかったです。
　他の宿泊施設から前夜祭に参加している人に挙
手してもらうと40％くらいが該当。愛車で来てない
ですよね？と、同じテーブルの人たちにも強く飲酒
運転抑止のお願いをさせてもらいました。来年は、
より明確に規制することも検討中です。他の宿泊
施設利用者の割合がもっと多くなると、残念ながら
コロナ時以来の前夜祭中止も検討することになり
そうです。　
　歓談時間に、Club Over40'sが、能登支援の
チャリティTシャツを翌日会場で販売することを告

知したいとのこと。熟年のメンバーたちがたくさんス
テージにあがってきたので、寸劇でもしてくれるかと
期待しましたがそうでもなく（笑）、本人たちも参加
者も酔っぱらう前の告知は効果があったようです。
翌日、83枚売り上げた、と市川幹事さんから連絡も
らいました。よかったです。
　メインイベントは、NC20周年をテーマにした貴島
さんのトーク。当時一緒に開発した宗さんもサポー
ト。2人とも当時の人馬一体ブルゾンを着用。懐か

しいです。当
時のスタッフ
の集合写真
に映った笑
顔たちも印
象的でした。
4月の南九州

から始まったこのふたりのコンビトークは、しばらく各
地で見られそうです（笑）。
　そのあとは、NDの10周年にあたっての山本さん
からショートトーク、昨年発売のND開発本について
の話もありました。
　最後はNDの元チーフデザイナー、おなじみの中
山雅さん。翌日の会場で発表するので、それまでは
守秘という約束を参加者にしてもらった上で、6/4
で60歳になるのを機に6/10付でマツダを退職す
る、というサプライズ発表。スポーツカーのデザイン
の基本を久しぶりにホワイトボードで実際に描き、

たRCOJテント内の商品並べ。目玉は通販で大変
だったオリジナルトミカ（笑。事務局日記参照）。昨
年好評だった「もみじ饅頭」は、長期予報がよくな
かったので断念（苦笑）。商品のなかで唯一賞味期
限があるRCOJオリジナルロードスタークッキー72
セットは昼過ぎには完売しました。たくさんのリピー
ターにも感謝。
　MAZDAの展示車は2リッター2台がキャリアカー
で到着。ステージテントの内外に設置。マツダ用
テントには この日発売のコラボドライビングスニー
カーの展示試着コーナー。その他昨年のアンケー
トへのお礼やバッグやブルゾンなども展示。マツダ
コレクションの通販サイトの紹介も。
●ボランティア集合、ショップ入場、一般入場
　7時からはもうじき雨があがりそうな空の下、総勢
131名（昨年から10名減）のボランティアミーティン
グ。初ボランティアが6名くらい。マツダからは齋藤
主査、山口宗さん、岩内さん、諫山さん、松岡さんの
合計5名もボランティアに参加。ビブスや誘導棒も
配布。朝食は、おにぎり2個（今年も実行委員の加
藤くんが佐久の西友で6時に240個購入して搬入）
とペットボトルのお茶が支給されます。高橋委員長
の感謝の挨拶、担当委員大古くんが作った分担表
でそれぞれの担当場所を確認し、それぞれのリー
ダーのもとで段取りや基本業務を打合せ。
　7時30分までに、全部で22店舗のショップさん
が第2ゲートから入場。ショップの入場対応（チケッ
ト、車両証確認）は今年も松島夫妻。場内では私
がショップ対応。1台遅刻が発生した以外、ほぼ問
題なくショップ入場完了。その後松島くんは岡田く
んと一緒に軽井沢駅の参加者誘導担当のため駅
へ。若葉さんはRCOJテントのヘルプ（後出）に来
てもらいました。
　RCOJテント内の商品準備中にトランシーバー
から秒読みが聞こえ始め、8時、第1駐車場のゲート
オープン。3ヶ月間の苦労が走馬灯のように…笑。

参加者から「お疲れ様」と感謝の大きな拍手があ
りました。今号から始まった中山さんの連載（P16）
の今後も楽しみです。「ろどすたくん」の着ぐるみを
RCOJが作ってくれるはず、という話が本人からあり
ましたが、もし作ったら中山さんが着ることになるこ
とを本人が理解しているか、は未確認です。笑。　
　ラストのじゃん
けん大会を仕切
るのは、2年前か
らじゃんけんク
イーンの田中杏
奈ちゃん（6歳）と
その父親（実行
委員の田中大介
さん）。今年も最
初に杏奈ちゃん
が英語でコーナー
紹介して場内を湧かせ（笑）、マツダが提供してくれ
たマツダ100周年記念写真集5部と資生堂とコラ
ボで作った「魂動」フレグランス5本の争奪じゃんけ
ん。勝ち抜いた方々、おめでとうございました。田中
親子も、お疲れさまでした。
　私の閉会挨拶は、いつもの「NAサイコー、
おーっ」から「明日も楽しむぞっ、おー！」で締めて、21
時ちょいに無事終了。今年も充実の2時間でした。

●プリンスホテルウエストツイン、コテージ宿泊
　プリンスでの前泊は、例年、主に非公開で事務
局で団体料金での予約を受付ています。ツインは
45部屋、コテージは4人、6人、8人用合計30棟ほ
どを事前にプリンス堀口さんに確保してもらってま
す。コテージは相部屋を避けるため、スタッフ含め1
棟貸しで予約を受付ます。それぞれ4/25頃に前年
宿泊実績がある方々にメール連絡。事前に直接事
務局に要望があったメンバー分（来年、宿泊希望の
メンバーは事務局に連絡ください）も確保したあと、
残りはOPEN INC SHOPサイトでも公開受付。毎
年、ツインもコテージもほぼ埋まります。今年は合
計233名の宿泊者それぞれが、翌日を楽しみに眠り
についたはず。

5月25日（日）
朝だけ雨。その後は14年連続の晴れ

●朝いちのRCOJテントあれこれ
　朝6時、小雨がそぼ降る会場に到着すると、いつ
もどおりボランティア数名が到着済み。トランシー
バのイヤフォンを着けつつ、前日にイメージづくりし

公道の渋滞緩和のため、第2駐車場は8:20から入
場開始にしてますが、駐車場前の道路は、第2の開
場待ちのローリング車両なども混じって今年もプ
リンス通りまで渋滞が伸び、久々の110番通報が
入りました。来年は新たな対策として第2駐車場の
開場時間を20分遅らせて、8:40にします。受付テン
トでは、今年も駐車券有無と人のチケットのチェッ
ク。駐車券、チケット忘れは数件発生（どちらも心を
鬼にして入場不可です）。受付テントと本部テント
でクレデンシャルケースは1個100円以上のチャリ
ティで約1300個を販売しました。
　8時過ぎに9806018片桐美鈴さんと博也さんが
RCOJテントに到着。松島若葉さん、事務局Yoko
と共に店内の最終調整。岸田さんも到着。片桐博
也さんは、RCOJの旗の前でおなじみのメンバー記
念撮影担当。今年は一層、積極的な声かけをして、
たくさんの笑顔を残してくれました。
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●開会式
　10時、実行委員の
浜島くんの司会でス
タート。高橋委員長か
ら開会挨拶。参加者
からのたくさんの拍手
が、今年も開催できた
なあ、としみじみさせて
くれます。出張とプライベート（自走参加）おりまぜ、
マツダスタッフの紹介。齋藤主査が代表挨拶。貴

島さんと山本さんも紹介しました。そして、ステージ
テント内の12Rに座れる権利争奪じゃんけん大会。
12名が整理券を獲得。
●ショップオープン
　開会式終了後、場内2箇所のショッピングストリー
トがオープン。入場規制のロープをオープン待ちし
ていた参加者がパイロンから落としてくれます。皆
がスタッフ。笑。
　RCOJテントは、昨年同様入店行列を減らして
参加者に時間を有効活用してもらえる入店時間指
定整理券の配布によるファストパス方式。松島若
葉さんが今年も入口担当。行列最後尾の方に「こ
こが最後尾」看板を持ってもらったり。行列ができ
たら整理券を配りつつ、整理券なしの行列は20人
程に制限し、整理券保有者を優先しつつ店内人
数10人前後をキープして入店してもらう方式。今
年も、若葉さんのおかげでうまくいきました。ほんと
にありがとう。片桐美鈴さんと事務局Yokoのレジ2
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●マナー再々考
今年は、数年ぶりに、プリンス通りの渋滞について110番
通報がありました。と軽井沢警察署から8:15頃に電話があ
りました。事前に連絡、挨拶には行っているため、連絡だけ
でした。警察署からは、歩道から車道にはみ出して手を振っ
ている人はNG、という指摘もありました。また、参加者からプ
リンス通りの路肩でステッカーを配っている人がいたという
指摘もありました。開場前のローリングのために、各所でU
ターンもたくさん発生していて、バスのドライバーさんからも
危険だと苦情がありました。●他車も走行している公道で、
ロードスターが、手を振り合うために急減速することや、ハイ
タッチするため、ものを受け取るために公道上で停車するこ
と、複数台でUターンすることなどが、他車への迷惑と危険
を生んでいることを理解してください。参加者みんなが、軽
井沢ミーティングの継続を願っていると思います。実行委員
会が30年以上積み重ねてきた試行錯誤は、すべてその継
続のためです。これは軽井沢に限ったことではありません。
まわりに迷惑、危険と感じさせることが起きれば、ミーティン
グの継続が危うくなります。また、ミーティングだけでなく、こ
のクルマと仲間、そしてロードスターというブランドのイメージ
を下げてしまいます。これを機に、また皆で考え続けたいと
思います。

●2024参加者アンケート　
回答総数669件（回答率26％）結果を一部ご紹介（最多
は2022年の1,694枚80％）
○初参加の割合:34%（過去最多は2023年の42.4％）
○仲間参加の割合が減り、ひとり参加157、
　2人参加116、特に家族参加319の増加傾向継続中。
○感想、意見（フリーアンサー）　
人見知りでも前夜祭では初めての方と交流がしやすく、ミー
ティング全体を通してフレンドリーな雰囲気で毎回楽しみに
させてもらっています。／ひとえにスタッフの皆さまの事前
事後の苦労のおかげです。ありがとうございます。／実行委
員の方々、いつもありがとうございます。ロードスター所有歴
25年の夫はロードスターのおかげで元気に過ごしてまいりま
した。ミーティングも励みになっております。今後も宜しくお
願いいたします。／ミーティング会場の外にもたくさんの笑
顔がありました。／開催場所へ行く道すがら多くの参加者
が手を振っているのは感動もの。／初心者ツアーでは、良
い体験が出来て良かった。／トークショーは、情報盛りだくさ
んで相変わらず楽しかった。／娘が産まれました。娘がロー
ドスター乗るまで継続してください。／子供の頃父親の助
手席で参加をし始めてからマイカーにして運転手として参加
し、この度結婚して奥さんを連れての参加となりました。長く
続いてるミーティングだからこそこうして思い出と共に残って
います。今後も末永く続くことを願っていますし、子供ができ
たら今度は私が助手席に乗せて参加したいと思います。笑
／スタッフさんいつもありがとうございます。彼の隣に乗って
の参加です。ミーティングも彼ともいつまでも続くといいなと
思ってます。／夫婦で楽しさを共有できること。年に一度、こ
の日のために生きていると言っても過言じゃありません。／
軽井沢MTG久しぶりの参加ですが、さっそく古くからの友だ
ちと逢えました。／規模もすごいし、スタッフの方のご苦労だ
けでなく参加している皆が作り上げていることを実感。

＜マツダ関係 出張参加者（一部プライベート自車自走
参加もあり）＞ Vは日曜のボランティアも
前夜祭と日曜参加出張4名：V商品本部主査・斎藤茂樹（さ
いとうしげき）／V商品本部プロジェクトマネージャー・山口宗
則（やまぐちむねのり）／Vデザイン本部チーフデザイナー・岩
内義人（いわうちよしと）／Vデザイン本部ブランドスタイル統
括部・諌山慎一（いさやましんいち）／デザイン本部主幹・中
山雅（なかやままさし）／Vデザイン本部カラー＆トリムデザイ
ンGr・松岡信宏（まつおかのぶひろ）／OB・山本修弘夫妻
日曜参加出張7名＋社外2名：国内営業本部国内商品マー
ケティング部・辻本宏治（つじもとこうじ）／BX本 ブランド体
験推進部・村中一成（むらなかかずなり）／BX本 ブランド体
験推進部・廣嶋淳子（ひろしまじゅんこ）／リージョン商品推
進部・伏見亮（ふしみあきら）／デザイン本部ブランドスタイ
ル統括部・寺島裕紀（てらしまゆうき）／（スピングル2名、グッ
ズ展示担当）／国内営業本部国内商品マーケティング部メ
ディア対応・田中秀昭（たなかひであき）／国内営業本部国
内商品マーケティング部メディア対応・保條泰史（ほじょうや
すふみ）／他にも、マツダプライベート自車参加多数あり。

箇所体制に、ときどき私も加わってお客さんとの会
話も笑顔で楽しみました。RCOJテントだけが、毎
年行列ができる理由は、他のショップさんの商品ラ
インナップがハード（車の部品）寄りが多いことに
対して、RCOJにはミニカーやグッズ、Bow。さんの
絵のTシャツやバッグ、ロードスターロゴ入りの帽
子やキーホルダー、などのソフト商品が多いからで
す。一律2,500円SALEのTシャツ、一律1,500円
SALEのバッグ類がほぼ完売しました。帽子もほぼ
完売。グッズ類もたくさんお買い上げありがとうござ
いました。事前に4箱送った大型段ボールの中身は
ほとんどなくなり、帰りのプレマシーの荷室には空き
スペースができてました。山本さんが朝いちからサ

インをしてくれたND開発本20冊も完売。テント裏
でサイン会も。笑。
　RCOJテントの行列がなくなった頃には冷やかし
のメンバーもたくさん来訪。テントまわりでたくさん
笑いながら話ができました。初めてミニカーになる
M2車の試作未塗装サンプルの発売予告展示に、
たくさんのM2オーナー、ファン、ミニカー好きが食い
ついてました。今秋発売です（Parts & Goodsの
ページ参照）。
　RCOJ隣のケバブ屋さんのキッチンカーでは、ソ
フトクリームがかなり売れたもよう。アウトレット内に
常時出店しているケバブのキッチンカーに、ミーティ
ング参加者の来訪が続いているようで、私も軽井
沢に行くときはよく立ち寄ってます。
●ペダルカーレース
　ショップオープンの頃、ステージテント前のスペー
スでは軽井沢の象徴、ペダルカーレース開催。この
レースは3歳から5歳までしか参加できません。今年
は急に参加数が減って7名（昨年14名）。ここにも
少子化の波？苦笑。あいかわらず熱い保護者もい
て、楽しめます。NDの電動ペダルカーが売られてい
ますが、やっぱり足でこぐこのモデルが好評。再販
希望の声がたくさん届き続けてます。残念ながら安

●2025年の最終参加数
事前申込時不明だったメディア21名を加え、参加者総数は
史上1位の2,634名（過去の最多記録は2024年の2,617
名）。平均年齢51.5歳 参加申し込み時の代表者の年齢
で算出。代表者年齢構成 13-29:12%、30-39:10%、
40-49:12%、50-59:40%、60-69:23%、70以上:3%●
実際に場内で確認できたロードスター（ボランティアスタッ
フの手カウント）は1,105台（昨年は1,089台）。内訳は、
NA22％（昨年24%）NB10％（9%）NC10％（9%）そして
ND+RF58％（58%）でした。年々着実にNDとRFの比率が
増えていましたが、今年は昨年と同じで落ち着き感。この比
率はこれからあまり変わらず続いていく気がします。
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全玩具の規準が厳しくなって、もう大きなメーカーで
は出せないようです。事務局で少量作ったらきっと
高価だし。手持ちの4台を大事にしていきます。これ
もマツダでレストアしてもらえると嬉しいですが。

●初心者ツアー＝スターツアーズ
　MAZDAテント横のお客さん用テント前で、一昨
年から始まって既に人気アトラクション化している
初心者ツアー＝「スターツアーズ」を今年も開催。
プログラムには「軽井沢初参加、初心者、ミーティ
ング初心者の方々のために」「開会式終了後、場
内（ショップ、駐車場など）を30分程度のツアー形
式で廻り、楽しみ方をお伝えする＜初心者ツアー＞
です。初参加者どうし集まると、そこにもう知り合い
の輪ができるというツアーでもあります。事前申込
は不要です。人数が多過ぎた場合はグループ、時
間で分けます。」と記載してました。昨年の人気をふ
まえ、整理券を昨年より30枚増やして168枚用意。
けれど配布開始10分でなくなったとのこと。30人が
参加できず。担当の高木くん、田中くん、五味さん
に、今年は森田くんも加わって、3人で2回ずつ計
6組（28名/組）で開催。五味さんが準備したミニス
ピーカー＋マイクも参加者に声が聞こえて好評だっ
たよう。それぞれ違うコースを回ったりして、ショップ
や他の参加者の話を聞いたり、臨機応変だったよ
う。お疲れでした。同じ組になった人どうしのより積
極的な交流を促す策など、これからまたいろいろ熟
成していきましょう。来年も楽しみです。
●トーク第1部
　11時からのトーク第一部は、まずNC20周年で、
貴島さんと山口宗さんのお話。次にND10周年で

山本さんからひとこと。午前のラストは、伏見くんか
らNA6レストアの現状報告と価格改定の話。初期
450万円だったフルコースの料金が836万円！ に
なってました。それでも予約は入っているそう。それ
だけ価値があるということですね。
●ランチ＆集合写真＆神主さん
　お弁当は、今年も群馬の「登利平」さんの3種
類。事前に全品50円程度値上げの連絡は受けて
いましたが、釜飯はもっと高いし、他に1日で2,600
個用意できるお弁当屋さんがあるわけもなく承諾

（苦笑）。トータルで15万円くらいコストアップしま
した。で、今年は弁当引き換えの大行列の最後尾
がゲートの近くまで伸びてしまいました。スキー場の
弁当配布担当者が変わって、行列方向を指示でき
なかったこと、弁当の到着が遅れたことも原因だっ
たよう。トイレへの動線をふさいでしまったり、混乱
がありましたが、来年は本来の列方向になるかと。
並ばなくても数はあるので大丈夫です。
　集合写真撮影は今年も脚立から。14年連続晴
れの功労者水澤さん（熊野皇大神社の神主さん）
も立ち寄ってくれ、ドヤ顔（笑）ののち、お祓いもして

くれました。皆から感謝を伝えられ「ほんとロードス
ターさんが一年で一番胃が痛い（苦笑）」とのこと。
もうなんだか雨が降る気がしなくなってきたので、来
年もよろしくお願いします。笑。
●トーク第2部
　午後のトークは、まず「35周年の感謝」齋藤主査
（2309007）で、岩内チーフデザイナー、広報・田
中秀昭、デザイン本部から諫山さん、そして中山さ
ん（1312001）も交え、35周年車、2リッター、NEの
話など、参加者が聞きたい話がたくさん。司会の浜

島くんからの質問や、参加者からの質問（事前に
質問箱に投入）に笑いを交えながら回答していた
よう。最後に、中山さんが前夜祭同様、ホワイトボー
ドにスポーツカーの
基本概念スタイリング
を手描き。そしてマツ
ダ退職を発表しまし
た。髙橋実行委員長
から、感謝状も授与。
ステージ前に集まって
聞いていた参加者から
「お疲れ様、ありがと
う」の大きな拍手が湧
きました。実行委員会では、来年以降、中山さんを
どう活用するか？（失礼。笑）を検討中です。マツダ
社員に厳しく切り込む司会進行をやってもらうかも
（笑）。乞うご期待。
●抽選、チャリティオークション～閉会
　ショップさんから提供いただいたハード系商品の

オークションと、抽選会も実施。抽選は前年までの
アンケート用紙を引く形から、全参加者の名前カー
ドから引く形に変更したため、当選者が不在のこと
も多くちょっと時間がかかりました。当選して呼ばれ
たときに名札をつけていないと賞品を渡せない、と
いうルールは不変です。最後は、高橋委員長のあい
さつ。恒例の「家に帰るまでがミーティングです」で、
無事終了したことを実感。浜島くん、今年も13ペー
ジに渡るA4台本（情報メモ）の事前制作など周到
な準備かつ臨機応変な司会進行、お疲れでした。
　閉会後の参加者の見送りとかたづけはいつもど
おり着々。公道側の柵に、出口はこちら→の看板を
貼り忘れていて、最初は混乱してしまいました。反
省。見送りがひと段落したところで、いつもの委員と
スタッフで記念撮影。今年も、お疲れさまでした。
▲途中退出について
　第1、第2の途中退出原則禁止措置は、みなさん
の協力のおかげでうまくいきました（第1で1件だけ
事情で途中退出）。出口まで誘導するスタッフの手
間や、安全リスクがなくなって成功でした。来年も応
募葉書に途中退出希望を記載してもらって抽選す
る形で、継続します。
●反省会
　6月には実行委員会の反省会と2026第一回会
議をプリンスホテルで開催しました。今年挙がった
ひとつめの議題は、マナーについての念押しが必
要ということ（下記参照）。また、駐車場オープン時
の渋滞対策として第2駐車場の開場時間を20分遅

くすることにしました。そして、お弁当の行列の解消
（笑）。現実行委員会の軽井沢ミーティングの会場
はここだけです。年に1回、たくさんの笑顔にこの場
所で逢う、そのために改善、努力をこれからも続け
ていきます。とは言っても、ミーティングは、参加者と
ボランティアスタッフの皆さんの協力があって初め
て成り立ちます。お互いに感謝の気持ちも持ち続
けたいです。公式サイトのFAQにもぜひ目を通し、
改善点、提案がありましたら、事務局まで連絡を。
軽井沢ミーティングは、今までもこれからも参加者
みんなで、創り続けていきます。
　翌日、熊野皇大神社に晴天のお礼参り。「星乃
道神社」の寄進者の板には中山夫妻の名前が加
わってました。笑。（P5の写真参照）
●軽井沢ミーティング2026～笑顔。逢える。～
　来年2026年は5月30-31日の開催です。プリンス
ホテル、スキー場駐車場も予約済みです。駐車券
も、今年同様、2026年2月中旬から4月初旬の間に、
往復はがきでの応募、抽選になると思います。詳細
は2026年2月発行のvol.119でお伝えしていきます。
　2026年になると、もう40周年まで3年です。あっと
いう間に大きな節目がまた近づいてきます。毎年の
軽井沢や各地にでかけながら、一層楽しく充実のラ
イフプランを考えましょう。40周年を笑顔で迎える
ために。
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　軽井沢ミーティングは、単一車種で毎年実施す
るイベントとしては世界最大規模。でも、主催はマ
ツダでもなく、大きな会社でもありません。関東圏
のクラブ他有志（2025年は18名）による「軽井沢
ミーティング実行委員会」の主催です。毎年お伝え
してますが、RCOJの主催ではありません。委員会
から、問い合わせや参加申込のフルタイムの窓口
運営業務を、RCOJ事務局が受託しています。
　委員会では軽井沢ミーティングの規模を大きくす
ることを目指してきたわけではありません。開催につ
いての告知は、本誌と公式サイト以外ではほとんど
していません。当日のボランティアも含め、参加者
といっしょに自分たちも楽しむ場を作り続けること、
その目的のために重ねてきた改善が、結果として参
加者の増加につながって来たと思っています。もち
ろん、ロードスターを継続生産してきたマツダのお
かげでもあります。ユーザーとの交流で得たものが
次のモデルに活かされてきたこともその要因です。
　実行委員は、各々が担当業務のリーダーとなり、
当日はそれぞれの委員の仲間や一般参加者のボラ
ンティアスタッフの協力を得て軽井沢ミーティング
が運営されているのです。
　これも何度もお伝えしてきましたが、軽井沢ミー
ティングでは、実行委員も含めすべてのスタッフが
一般参加者と同じ参加費を払ってます。もちろん委
員やスタッフに人件費が払われることは一切ありま
せん。日曜早朝の駐車誘導ボランティアには駐車
枠が確保され、朝食としておにぎり2個とお茶と、ボ
ランティア缶バッヂが配られます。仕事で来ている
わけではないからこそ、委員もスタッフも一般参加
者と同じように楽しめるのです。一般参加者より早
起きしてちょっとだけ眠いスタッフの元気の源＆報
酬は、参加者からの「楽しかったです。」「お疲れさま
で～す。」というひと声と笑顔、そしてミーティングを
一緒に創っているという自負です。
2025実行委員会18名 （50音順（）内は主担当）
9605133大川恵一（1P川側場内誘導駐車）、
0510010大古哲生（1P場内誘導駐車統括、ボラ
ンティア監督）、0005027岡田直紀（軽井沢駅誘
導、ペダルカー）、9706004加藤誠（2P入口誘導、
本部業務）、1607007五味俊夫（3P-2P歩行者
誘導、スターツアーズ）、9704012新藤日出雄（本
部業務）、9606031杉木敏治（3P入口路上）、
1004010高木亮佑（1P入口路上プリンス通り側、
スターツアーズ）、9605117高橋優一（会場レイア
ウト全般、第1ゲート受付）、9801001田中大介（ス
ターツアーズ）、9703018富田佳光（3P全体）、
1204002奈良輪康弘（1P山側場内誘導駐車）、
1903009野口正貴（第1ゲート受付）、9605008浜
島秀和（司会）、1507013松島輝秋（SHOP対応、
軽井沢駅誘導）、松島若葉（SHOP対応）、事務
局・水落正典（事務局、進行全体）、9605054吉田
雅彦（司会サブ、本部）
2025運営協力スタッフ
同じ参加費を払って、実行委員のもとで業務分担
しつつ、全員が他の業務にも協力します。彼らボラ

＜軽井沢はスタッフも楽しみます。＞
ンティアスタッフにも支えられて、軽井沢ミーティン
グが成り立っています。皆、ロードスターを愛する仲
間です。ちょっと早起きして来てくれる当日朝の駐
車場誘導スタッフは黄色のビブス（メッシュのベス
ト）を着用しています。「おつかれさまで～す」のひ
と声で、みんなしあわせになれます。2011年から新
たに「ボランティア缶バッヂ」を製作配布していま
す。これは、ボランティアの皆さんへの感謝の気持
ちと、本人が誇りに思えるような参加証として作っ
ています。ボランティアとして参加するたびに勲章
のように胸や帽子に増えて行くよう、毎年デザイン
を変えて製作しています。
●日曜の駐車誘導ボランティアはここ数年、経験
者とその紹介者のみで運営しています。早起きの
分、第一駐車場に専用スペースが用意されます。
RCOJメンバーで新たにボランティア参加希望の
方は、2026年1月末までに事務局まで連絡くださ
い。ただし、人数過多の場合はボランティア参加い
ただけないこともありますのでご了解を。●前夜祭：
片桐美鈴●前夜祭＆日曜撮影：片桐博也、片桐久
文●前夜祭＆日曜音響：中川大輔●本部対応：小
林潤一、中村守康、丸島健右●日曜受付：池田勤、
伊沢良二、大川靖宏、岡崎和裕、小澤かずこ、栫由
紀子、古山英洋、鈴木和則、鈴木広信、高橋拓馬、
高橋亮馬、永山勉、永山直人、平野正幸、武藤義
人、村井尚大、横沢慎一●駐車誘導：浅香智、天
沼重明、飯島利彦、金井広行、金井佐代子、川端
博昌、北爪紘平、正田哲雄、瀬下亨一、高田光隆、
高田悠平、高野晋一、田口武、田谷野寛之、中曽
根清、中曽根英雄、中村伸司、水村哲、井上隼人、
金沢芳典、金田拓也、窪田孝夫、小杉和明、坂本
聡、坂本久美子、杉崎誠、松永晃一、山崎浩之、青
谷修二、秋元秀行、諌山慎一、一宮亮、岩内義人、
岩田靖史、上田良平、牛山天晴、牛山美咲、海老
原健太郎、太田寿一郎、岡田千枝子、菊地太郎、
菊地文子、工藤耕一、工藤秀俊、小林耕史、斎藤
茂樹、齋藤誠、茂田直大、雫石将太、鈴木由美、鈴
木清実、瀬端宏之、棚橋誠、棚橋美紀、對馬健一、
手塚正臣、豊田優、西川佳男、長谷川浪次郎、檜
皮聖子、藤井和人、松岡信宏、間宮智将、水落美

紀、水町夢菜、村上晋、
村上智美、村上友哉、
森田匡俊、山内瑞子、
山口宗則、吉野伸好、
Peter Royea、江連優、
大竹和哉、岡寛、小高芳彦、
白根明浩、大矢梢、白根宏希、関塚秀夫、田辺裕
之、野口洋、馬場雅之、二木宏、安野亨、吉田光
博、山本正人、望月真由美、纉悠未、その他、当日
手伝ってくれたボランティアスタッフの方々。他の
参加者の楽しみのために動くことも楽しんでくれま
した。おつかれさまでした＆ありがとうございました。
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」napaJ bulC ER「 
スタートミーティング
2025.7.6 at MRY
　ロータリーエンジン：REのファン、RE搭載車のファ
ンのクラブとして「RE Club Japan」がゆるやかにス
タートしました。

　きっかけは、2024年
春頃にRCOJメンバー
の島田学さんと佐伯亜
希英さん（2人ともFD 
RX7のユーザー）から
の、「NAのように、FD
も安心して乗り続けら
れる環境を作りたい」
というお話。彼らは、マ
ツダのレストアチーム
の伏見くんにも直訴。

笑。私はと言えば、2020年に
発足しようとしてコロナで中断
したRE CLUB JAPANを思
い出し、彼らに「クラブ組織は
どう？」と提案し、代表発起人
は佐伯さん、事務局はうち、と
いうことに。たまたま連絡取っ

　とはいえ、どう見ても（失礼）ロードスターよりも求心
力は少ないので、いきなり年会費をもらって会報を発
行したりするのは難しいです。なので最初は会費は無
料で、イベント参加することで住所氏名連絡先が自動
登録という形にしました。時期を見て会報や限定情報
を出せるようになってきたら一部有料にしていくことを
検討するということに。マツダとのつながりも含め、ゆ
るーく始めました。

＜クラブ「RE Club Japan」設立の主な目的＞
・REそのもの、およびその搭載車（以下RE車）のファ
ンとユーザー、そしてメーカーの交流の場を広げる。
・RE車を長く保守、維持していくための情報、手段
を広く共有してゆく。
・REのハードウェアと、RE車を楽しむ文化というソフ
トの両面から、REならではの文化の継承をはかる。そ
のための手段として、クラブメンバーからの情報をマ
ツダに提供し、マツダからの情報提供などを受けメン
バーに提供していくことで、ユーザーとメーカーのよい
関係を創る。
・メンバーの交流の場として、有志による実行委員会
で「RE FAN MEETING」を年1回開催を目指す。
・メンバーの興味、知りたいことなどを、歴史、技術、
現状の悩み、部品状況などいくつかに分け、少人数
の分科会型式のミーティングも開催する。
・情報やイベント情報を公式サイトに掲載していくこ
とで、登録メンバーを広げる。
といったことを計画しています。
◎RCOJがこれまでやってきたように、RE Club 
Japanも、クラブメンバーが、クラブそのものもこう
いった活動も、一緒につくっていくクラブです。
※もともと免許とってすぐに乗った車が父からお下が
りのRX-3、その後19歳でRX-7（SA22C）を入手し、
REが好きになってマツダに入社。RX7を作ることは叶
わず（笑）退社して30年。現在もSA22CとFC3C（2
代目カブリオレ）は検なしで保有している私水落にとっ
ては、今はロードスターで楽しい人生を送らせてもらっ
ていることへの感謝事業にもなるかと（笑）。ロードス
ターもRE車も、マツダのスポーツカーとしての楽しみ
は同じ。RCOJとも兄弟のようにやっていければ、と
思ってます。

●
　佐伯さんのSNS、小林くんが作ってくれたサイトな
ど、限定的な告知とその口コミだけで集った参加者は
約140名。想定より多かったです。マツダで今唯一の
RE搭載車MX-30の開発グループにいる山口宗さん

と、参加申込受付中も連絡を取り続け、いろんな要
因で社内に経費節減の風が吹き抜けていた（苦笑）
のに、6名が出張で参加することに。ロータリーユー
ザー、ファンとの直接的な交流の機会としての期待
感の表れでした。
　会場準備やかたづけ、当日の受付、参加者誘導な
ど、たくさんのRCOJメンバーが手伝ってくれました。
ありがとうございました。でもそのほとんどが、このミー
ティングの参加者でもありました。笑。RE経験者もい
ましたが未経験者は単に興味、貴島さんの話が聞き
たい、iConicがどうなってるのかマツダ社内の状況を
知りたい、など参加理由は多様で、マニアックになりそ
うな会場の空気を緩和してくれました。その意味でも
感謝です。笑。

＜当日の進行＞敬称略
12:30～ 受付開始／13:00～13:25 開会・挨拶
（佐伯、島田、小林、水落）ゲスト紹介／13:25～
14:15 記念講演（貴島孝雄）／14:25～15:35 マ
ツダの現状と未来構想＜ご挨拶/REV技術賞
受賞報告（MX-30主査 岡留光代、シニアエキス
パート 山口宗則）/RE開発のヒストリー～最新
RE（8C）開発について（RE開発グループマネー
ジャー 日高弘順）/REの将来構想・マルチパスウ
エイ2024内容（PT開発本部長 松江浩太）/RE
車のパーツ供給・レストア構想（カスタマーサービ
ス本部部長 西岡勝則・神辺浩司）／Q＆A・意見
交換／15：35～16：00 RE Club Japanの今後に
ついて／閉会

定時でスタート後、マツダからの話は予定通り進行し
ましたが、最後のQ&Aで想定以上のたくさんの挙手
（笑）。結局16時に中締めしつつ17時に終了となりま
した。進行の島田くんからコメント。

私は仕事以外で「ああいう」場の進行なんてしたこと
はありませんでした。盛り沢山な内容、タイトな時間割、
くせ者の？！REユーザーが集まる状況、という状況。そ
して迫る開会時間。定刻になったらRE Club Japan
のスタートとイベントの開会を高らかに宣言しよう！と
密かに企んでいました。そんなとき、そんな思惑とは裏
腹に、私の緊張を破ってくれたのは、MX-30主査の岡
留さん。突如マイクを持ち「MX-30REがカーテクノロジ
オブザイヤーを受賞して～…云々」とか喋りだしたの
です。正確に何を仰っていたのか、実は良く覚えてい
ないのですが、ずっこけたのと同時に「あっ、こういう感
じで良いんだよな」と気分転換できました。岡留さん、あ

！ すまいざごうとがり
　終わってみれば「あの時、ああ言えば良かった」と
か、参加者の方々のクルマをほとんど拝見してないな、
など自身としての思いはありますが、無事に終わりほっ
としています。
　RE Club Japanとしては、まずスタート。参加者、関
係者の皆さま、ローンチメンバーの小林さん、水落さ
ん、そして佐伯さん。まずは、お疲れさまでしたー。
2211006　島田 学（50、千葉）
お疲れでした。最初は私が進行するつもりでしたが、
ロードスター臭？（苦笑）が強くなりすぎるなあ、と島田
くんに委譲。ところどころマイクを持って補足したりで
きたので、かえってよかったです。笑。
　参加者の関心を集めたのが、マツダ社内の状況。
REに対する社内の風当たりは強く、7割程がロータ

リー反対派。そんな中、RE開発グループが36名で再
編成された。人事の（話がわかる）社員からは（山本健
一氏の下集まった社員が47人だったので、赤穂浪士
にちなんでロータリー47士と呼ばれていたことから）47
人で再開しよう、と提案があったけれど、そんなに集め
られなかった。REの多種な燃料を使用できる特性が、
将来、必ず活かせるときがくると信じて継続開発してい
る。といった話が聞けました。社内の反対派に、お客さ
んの期待を伝えることも今回のマツダ社員の出張の
目的でした。マツダの岡留主査からのコメントも紹介。

この度のRE Club Japan発
足の会、大盛況な開催となりま
して本当にありがとうございま
！ す
　皆さんの熱量が、仲間を熱
くし、あの場に144名の方がお
集まりになられたんだと思いま
した。初めてのファンMTG参
加でしたが、直にお話を伺うこ
とが出来て、感謝しかありませ

ん。社外に熱い仲間がおられる事を支えに、社内にも
その伝播をしていきたいと思います。

ROTARY GRAFFITI 1967-1987※
取った別の言葉を１つ紹介させてください。
　「パイオニアユーザー。新分野に我 と々共に挑戦し
てくれたユーザー達である。」私はこの言葉を、「必ず
仲間はいる」と受け取りました。今回お集まりいただい
た方々、こうやって活動を一緒にしてくださった皆さん
が正にそうだなと。自分たちを信じて、やっていきたいと
思います。引き続きのご支援、何卒よろしくお願いいた
します。
岡留光代　商品開発本部 MX-30主査
※
スポーツ発売から20周年を記念してマツダが製作配
布した本。山本健一（社長。元RE開発リーダー）氏の
手記などが掲載されてます。岡留さんにとってバイブル
とのこと。終了後の参加者のアンケート結果はほとん
どがポジティブな内容とマツダへの励ましで、推進派
の後押しになったと想います。

●
　メンバーから「ロータリーエクスペリエンスもやっ
てほしい」という声もありました。世間一般のオープ
ンカー経験率よりもロータリーエンジン経験率の方
がもっと少ない気がします。RCOJメンバーの中でも
10％いかない予測。まずはRCOJメンバーに体験し
てもらうのがよいかも。そんな楽しそうなこともやって
いきます。まだ未確定ですが、10月5日にMRYでやる
かも（イベントインフォメーションページを参照）。実施
確定したら、RCOJサイトのイベントページ、RE Club 
Japanのサイトでも告知していきます。
　再来年、2027年はコスモスポーツ誕生から60周年
です。RE 60th Meetingを三次試験場で開催したく、
すでにマツダに非公式ですが打診を始めています。ま
ずはそこがClubとしても、ひとつの
節目かと。その会場で、iConicから
派生した次のREスポーツの形が見
えたりすることを期待しつつ、RCOJ
メンバーも、RE Club Japanの今
後を見守り、活動への参加などでも
ぜひ協力ください。
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<実行委員会からの今年の寄付合計572,343円＞　
今年の寄付内訳は下記です。参加者の皆さんが楽しみな
がらできる活動として、今後も、毎年寄付を継続します。
＜能登地震義援金募金箱＞
令和6年能登半島地震災害義援金の募金箱を、今年も
受付テントと本部テントに設置しました。オリジナルクレデン
シャルケースの売り上げも募金箱へ入れてもらい、また出店
ショップさんから協賛いただいた一部商品のオークション売
り上げとの合計募金箱188,067円＋オークション84,000
円＝272,067円を義援金に寄付しました。
＜軽井沢ミーティング実行委員会からの寄付＞JCV：「世
界のこどもにワクチンを」日本委員会への募金
こどもたちの未来の夢をかなえる活動の一助になれば、と、
2008年から寄付を継続しています。寄付金額は、2022
年まで、その年の参加人数に、MMR：＜はしか、おたふくか
ぜ、三日ばしかのワクチン3点セット＞の金額114円を乗じ
て決定してきましたが、経費高騰により、2023年にはMMR
ワクチン価格もほぼ倍額の225円となっています。その金
額を参加人数分寄付するのは難しいため、2023年度以
降も、参加者1人あたり114円の寄付を継続することとしま
した。参加者2人でこども1人分のMMRを寄付する形に
なります。今年2025年の参加人数は2,634名でしたの
で、2,634名
×1 1 4円＝
300,276円
を送金しまし
た。ちなみに
2008年から
今年までの
JCVへの寄
付総額は約
400万円で
す。3万人以
上のこどもた
ちにワクチン
をプレゼントで
きたことになり
ます。


